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第12章  短期整備計画及び段階整備計画 

12-A. 短期整備計画におけるプロジェクトの選定（2012年目標） 

405. マスタープランにおいて提言した主要プロジェクトを以下の観点から評価した。 

Ø 貨物需要から見た緊急性 

Ø 国家経済及び地域経済に与える経済的な波及効果 

Ø 環境へのインパクト 

Ø プロジェクトの収益性 

Ø 関係者との調整の難しさ 

Ø 開発の柔軟性（段階的な開発が可能かどうか） 

406. 上記評価結果及びジャカルタ大首都圏における経済活動から見た緊急性の観点
から、2012年を目標とする短期整備計画として以下のプロジェクトを選定した。 

12-A-1 タンジュンプリオク港 

船舶航行容量及び安全性を向上すること 

Ø 対面通航が可能となるよう主航路を拡幅すること（防波堤の移転を含む）、ま
た大型船舶に対応した十分な回頭泊地を確保すること。 

貿易産業を中心とする港湾ユーザーの緊急的なニーズに適切に応えること 

Ø AFTA における完成車貿易を促進するとともに、幅広い自動車関連裾野産業
の育成に資するため、自動車専用ターミナルを整備すること。 

既存港湾における非能率的な土地利用を再編すること 

Ø 島嶼間コンテナ及びバルク貨物の荷役の改善を図っていくこと、併せて既存
港湾の非能率的な土地利用を再編するため、東アンチョール地区において埋
立による新たな港湾地区を整備すること。 

港湾内外における道路混雑を改善すること 

Ø 港内の主要道路を改良し適切な交通規制を行うこと、また東側港湾アクセス
高速道を整備するとともに、これとジャカルタ環状高速道路（JORR）北側延
伸道路と接続すること。 
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表 12-A-1 プロジェクト一覧（タンジュンプリオク港 2012年目標） 

プロジェクト 備考 
主航路の拡幅（300m）及び回頭泊地の拡張
（直径最大 560m） 

段階的な整備 船舶航行容量及び
安全性を向上するこ
と ヌサンタラ地区への航路改善（幅 200m）  
港湾ユーザーの緊
急的なニーズに適
切に応えること 

自動車ターミナルの整備（岸壁-10m、
250m、ヤード約 9ha） 

2006 年を目途とした供用 

内貿コンテナターミナルの整備 第３ふ頭の再編及びMTI 拡張 
バルク貨物取扱ゾーンの再編  
旅客ターミナルの移転 東アンチョール地区での新旅

客ターミナルの整備 
内陸ヤードの整備  
(港湾近傍における都市再開発) 別途詳細検討が必要 

既存港湾における
非能率的な土地利
用を再編すること 

東アンチョール地区の開発（新旅客ターミナ
ル、多目的ターミナル及びアクセス道路） 

 

港内道路の改善  港湾内外における
道路混雑を改善す
ること 

東側港湾アクセス高速道の整備及びジャカ
ルタ環状道路北側延伸道路との接続 

 

 

12-A-2 ボジョネガラ新港 

コンテナ需要の増大に対応しタンジュンプリオク港への負荷を軽減すること 

Ø コンテナターミナル２バース（CT1及び CT2）及び多目的ターミナル１バー
スを整備すること（なお、コンテナターミナルの水深は将来的に-14mまで増
深できるよう計画） 

表 12-A-2 プロジェクト一覧（ボジョネガラ新港 2012年目標） 

プロジェクト 備考 
コンテナターミナルの整備(-12m、600m) 2010 年までに供用 
多目的ターミナルの整備(-10m、220m) 2008 年までに供用 
(Ro-Ro ターミナルの整備) 別途詳細検討が必要 
防波堤、航路及び泊地の整備 段階整備 

コンテナ需要の増
大に対応しタンジュ
ンプリオク港への負
荷を軽減すること 

アクセス道路の整備 2008 年までに供用 
 

12-B. 2012年を目標とする短期整備計画 

407. 2012 年におけるタンジュンプリオク港及びボジョネガラ新港の港湾施設レイア
ウトは図 12-B-1及び図 12-B-2に示すとおりである。 

図 12-B-1 タンジュンプリオク港における港湾施設レイアウト（2012年目標） 

図 12-B-2 ボジョネガラ新港における港湾施設レイアウト（2012年目標） 
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12-C. 段階整備計画 

408. マスタープラン及び短期整備計画に基づき、緊急性、費用対効果（収益性）、
建設の容易性等を鑑み、段階整備計画を図 12-C-1 及び図 12-C-2 に示すように作成し
た。主要なポイントは以下のとおりである。 

タンジュンプリオク港 

Ø まず、港湾の容量増加を最も効果的に達成するため、主航路の拡幅及び回頭
泊地の拡張、自動車ターミナルの整備、及び港湾内外の道路状況の改善に焦
点を当てる。 

Ø 既存の土地利用の再編を順次実施しつつ、東アンチョール地区の開発に着手
する。同地区の開発に際しては、浚渫コストや新規防波堤に要するコストを
抑えるため、西側防波堤の一部を撤去し、既存航路から新アクセス航路を（当
面一方通航で）整備する形とする。 

Ø 需要に応じ、段階的にアンチョール地区の開発エリアを拡張していくととも
に、軍関係施設が移転するタイミングでMTIターミナルへのアクセス航路を
拡幅する。 

Ø 長期的には、開発の重点を東側地区に移し、プルタミナのバースの沖合への
移転、外貿コンテナターミナルの集約、一部専用バースの拡張、当面一方通
航での東側航路の整備などを実施していく。 

Ø 東側地区の開発は、さらに沖合埋立による新たな港湾地区の開発へと移行し、
造船所の集約や新たな専用ふ頭の開発、新カリバル港の開発などを実施して
いく。 

ボジョネガラ新港 

Ø まず、沖合の２つの島に遮蔽された水面を最大限活用する形で、初期のコン
テナターミナル及び多目的ターミナルを整備する。 

Ø Ro-Ro ターミナル及び専用バースについては必要な時期に港湾の西側地区で
整備する。 

Ø コンテナの需要増に応じて、コンテナターミナルを海岸線に沿った形で南東
方向へ拡張し、併せて必要な防波堤及び前面泊地を整備していく。 

Ø 需要に応じ、長期的には沖合の島を利用する形で一般雑貨バースを整備する。 

図 12-C-1 段階整備計画（タンジュンプリオク港） 

図 12-C-2 段階整備計画（ボジョネガラ新港） 
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